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南
九
州
市
の
茶
業
は
、
先
人
た
ち
が
多
く
の
困
難
を
乗
り

越
え
築
い
て
き
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

お
茶
を
愛
飲
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
さ
ら

な
る
高
品
質
の
お
茶
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
次

回
は
、
お
茶
の
美
味
し
い
淹い

れ
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　南九州市の茶業は約 350 年の歴史を経て、平成 19 年 12月南九州市誕生と同時に国内
最大の茶産地となりました。その一部を紹介します。
　現在 3,458ha（東京ドーム735個分）の広大な茶園で848戸の生産者、129の茶工場が
丹精込め11,666t（国内の約 14%）の荒茶を生産しており、生産額は約 120億円を誇ります。
　また、全国・鹿児島県茶品評などで産地賞や農林水産大臣賞などの特別賞を連続で受賞し、
さらに、お茶の安全性や品質管理を行うGAP や ISO、JAS 有機などの第三者認証についても
積極的に取り組み、74茶工場が認証を取得しており、全国の茶業関係者から大きな期待を
寄せられている産地となっています。
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「
茶ち

ゃ

飲の

ん
話
し
」②

国内最大の茶産地へ！

H26 茶業統計より

栽 培 面 積 3,458ha
荒 茶 生 産 量 11,666㌧
茶 農 家 数 848 戸
茶 工 場 数 129 工場

南九州市　茶品評会受賞歴（回数）

南九州市のお茶の状況
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「
麓
」
は
、
江
戸
時
代
の
武
家
集
落
で
す
。
知
覧
麓

は
、
薩
摩
藩
を
治
め
て
い
た
島
津
氏
の
一
族
で
あ
る

知
覧
島
津
家
の
家
臣
団
が
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
「
本
馬
場
」
は
、
通
り
を

見
通
せ
な
い
よ
う
に
曲
折
し
、
丁
寧
に
刈
り
込
ま
れ

た
生
垣
と
石
垣
が
連
な
る
景
観
が
特
徴
で
す
。
各
屋

敷
の
入
口
は
、
壁
を
作
る
な
ど
し
て
敵
の
侵
入
に
備

え
た
工
夫
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い

る
７
つ
の
庭
園
に

は
、
母
ヶ
岳
を
庭

の
景
色
の
一
部
と

し
て
取
り
込
ん
だ

借
景
や
、
山
水
画

を
表
現
し
た
よ
う

な
中
国
・
琉
球
風

の
雰
囲
気
を
漂
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
所
で
す
。
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在
地
…
知
覧
町��

郡
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代
…
江
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代

H26 全国茶サミット資料より


